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大阪市消防局に

新車両が新たに配備されました！

緊急消防援助隊

NEWS

救助先行車　CC8
無線呼出名称 ： 大消救助 ８

特徴

任務

　緊急消防援助隊派遣時は、大阪府大隊の統合機動部隊と

して出動します。被災地へは本部特別高度救助隊の４名が、

ＡＳＲ１０に２名、ＣＣ８に２名に分かれて乗車し進出します。

配備資器材

土砂・建物崩落監視センサー 小型コンビツール パワーカッターチェーンソー

　本車両は、本誌令和８年４月号「緊急消防援

助隊 NEWS 」に掲載した救助先行車ＣＣ９と同

様の経緯により、消防庁から無償使用車両とし

て配備されました。導入の詳細は４月号をご覧く

ださい。

　本車両は、ＣＣ９と同様に浸水地・泥濘地・道路損壊地などの悪条件下において、早期の情報収集や救助活動

の初動対応を行うとともに、人員及び資器材を迅速に搬送することを目的としています。なお、ＣＣ９は、狭隘な場

所の走行を想定した小型車両であるのに対し、本車両はピックアップトラック型の４ＷD 車で、優れた積載能力と

機動力を備えています。

　また、道路寸断等により陸路での進出が難しい場合であっても、自衛隊が保有する大型ヘリに積載し、空路での

迅速な現場進出ができる車両となっています。

　荷台スペースは、長さ約 1500 ㎜・幅約 1600 ㎜・高さ約 500 ㎜で多様な用途に対応できるスペースを確保し

ています。

CC8の後部荷台スペース

　発災初期の検索救助活動で必要となり、かつ、ヘリ機内への持ち込み制限を受けにくい小型で軽量な電動救助資

器材などが、本車両とともに消防庁より無償貸与されました。今回配備された資器材の一部をご紹介します。

導入の経緯
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今回のテーマは

　このコーナーでは、「安全文化の醸成と安全管理の徹底」を図ることを目的に、消
火・救助・救急など過去の負傷事例を振り返り、事例からの学びについて紹介して
いきます。ここで紹介する内容が、皆さんの日々の活動に役立ち、プロフェッショナ
ルとしての安全意識をさらに高める一助となることを願っています。
　今回は、２年前に他消防本部で発生した救助訓練中の転落事故を振り返り、安全
管理について考えていきます。

　高所救助活動における

　我々は日々の訓練に慣れていくほど、「だ
ろう」「はずだ」という危険な思い込みに
陥りやすい。カラビナ安全環の確実なロッ
ク、結索の端末処理や目を閉じたまま作成
できるロープ結索であっても、毎回「基本
通りに確実に作成」すること。

　降下前の最終確認が、単なる「儀式」や「形
だけの声出し」になっていないだろうか。
作成者自身の確認だけでは思い込みによる
ヒューマンエラーは防げない。必ず「別の
隊員」が独立した目を持って確認する『ダ
ブルチェック』が必要である。確認者は「人・
物・環境の変化の有無」を声と目で、時に

　本事故は、安全管理に関する複数の要因が重なった結果、重大な事態に至りました。「大丈
夫だろう」という思い込みや慣れによる安全確認の省略が、取り返しのつかない結果を招くこ
とを、私たちは改めて認識しなければなりません。責任の所在を改めて追及することを目的と
せず、他消防本部の事案からも教訓として学びにつなぐことが必要です。代替わりしても、組
織として経験を積み重ね、安全で強い消防体制を構築しましょう。

は触れて確認する。
少しでも疑念があれ
ば、階級や先輩後輩
の壁を越え、必ず制
止して修正する勇気
を持つ。

発生月 ８月 発生場所 事故内容

事故の
経緯と
被害

　高さ約 4.7m の施設ベランダからロープを用いて降下する訓練において発生。支
点作成やロープの安全確保等に複数の不備が重なり、降下を開始した隊員が仰向
けの体勢で墜落した。地上には安全マットが敷かれていたものの、マットの配置
は「要救助者（訓練人形）の直下」に限定されており、墜落した隊員の下半身はマッ
トにかかったが、上半身と後頭部はマットから外れており、硬い地面に激突。結
果として、尊い命が失われるという極めて痛ましい事態となった。

消防署内訓練施設 救助訓練中に隊員が高所から墜落

事
例
紹
介

過
去
か
ら
の
学
び

さ
い
ご
に

報告書が示すものと、そこから学ぶこと
　事故後、検証委員会により作成された報告書には、安全管理員の不在、安全を軽視する組
織風土、他隊との技術共有の不足など、多岐にわたる組織的・管理的な原因が指摘されている。
　しかし、重要なのは、「組織体制に問題があったのだろう」と結論づけることではない。
組織体制は消防局ごとに異なる。報告書にある原因から、日々の活動に直結し、かつ個人の
意識と行動で変えることができる課題を抽出し、自隊に活かすことで安全意識を高めたい。
同様の過ちを防ぐため、以下の２点について学んでいく。

（報告書に記載の「オープンスリング」の表記を大阪市の呼称「スリング」に一部置き換えて説明する。）

基本の徹底 ダブルチェックの義務化

　進入隊員の確保ロープは、柱にスリン
グを結索しその支点を介して行っていた
が、何らかの原因で支点のスリング結索
がほどけ、隊員の確保が機能しなくなっ
た。隊員は、作成された支点を、「本結
びであると思い込んでいた」という。

　今回の事例では、隊員間での結索の
最終確認は行われていた。
　しかし、「端末の長さは見たが、結索
方法そのものは確認していなかった」
という。

　これが自らの、
そして仲間の命
を守りながら行
うプロの人命救
助活動の第一歩
である。

「安全管理」
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無事故チャレンジ達成日数（令和8年4月末）

北 都島 福島 此花 中央 西 港 大正 天王寺 浪速

177 201 79 77 260 1,101 836 497 174 94
西淀川 淀川 東淀川 東成 生野 旭 城東 鶴見 阿倍野 住之江

381 98 27 370 50 17 207 165 83 52
住吉 東住吉 平野 西成 水上

557 190 4 19 832

大正消防署の取組大正消防署の取組

企画課服務指導からのコメント

　１１９番通報を受けた際、安全かつ迅速に出場することで、いちはやく災

害現場へ駆けつける消防車両。

　消防車両は、安全に現場へ到着してこそ、最大限の活動が実施できます。

　今月から始まるこのコーナーでは、各署で実施している交通事故防止への

様々な取組や対策を紹介していきます。

　今月は、大正消防署の取組について紹介します。
大正消防署のメンバー

新木津川大橋
（通称「片めがね橋」）

千本松大橋（通称「めがね橋」）

化学車（Ｃ） 原液搬送車（ＡＴ）

使用前点検時に交通事故防止標語を全員で唱和 定期的に実施している運転技術訓練

なみはや大橋

管内の通行ポイント この車、動かす時、気を付けて

　大正区は、大阪市の南西部に位置し面積は９．４３㎢で、周囲は川に囲ま

れており、南北に大正通、東西に国道43号、北西に大浪通が通っています。

区内の北部は住宅地や繁華街特有の狭隘な道路、南部は住宅地と工業地帯

が広がっています。

　さらに、千本松大橋（通称「めがね橋」全長約１．２km）、新木津川大橋

（通称「片めがね橋」全長約２．４km）、なみはや大橋（全長約１．７km）とい

う、大阪市内では珍しい大きな橋が複数存在し、東西南北、全ての隣接行

政区へは橋を渡らなければアクセスできない行政区となっています。めがね

橋と片めがね橋はループ部分の距離が長く、めがね橋は全長のうち約１km

がループ部分となっており、緊急走行での通過には特に危険と時間を要する

ため、災害時には十分注意してください。

　また、南北に通る大正通は大型車両や路線バスが頻繁に走っています。中

でもJR大正駅近くに位置する大正橋から約４㎞南進した大運橋交差点まで

の間は、片側３車線の直線道路で、一般車両の走行スピードも速く、時間帯

（５時～翌１時）によってはバス専用レーンが設定されるという特徴がある

ことから、緊急走行時はもちろん通常走行時も直線道路であることに油断

せず、周囲の車両や交通ルールに注意してください。

交通事故防止への取組

　大正消防署では交通事故防止への取組として、活力ある職場推進チームが

毎年度初めに各隊に向けて交通事故防止に係る標語の募集を行い、その中か

ら大正消防署の事故防止標語を決定することで、交通事故防止への意識向上

を図っています。

　さらに、その決定された標語を含め、過去の標語を毎日使用前点検時に全員

で唱和することで、日々の安全運行に一丸となって取り組んでいます。

　また、署庭において定期的に実施している運転技術訓練（車幅・軌跡感覚訓

練）では、ドライビングポジションの確認から始まり、ロープを用いた死角の確

認、セーフティコーンやバーを用いた円内や正方形内での方向転換、幅寄せ、ク

ランク走行、車庫入れ…といった様々な技術を習得しています。車幅や車両前

後、内輪差や視界範囲等の車両感覚をしっかりと確認し、適正な運転姿勢、円

滑なハンドル操作を習得することで運転技術の向上を図っています。

　大正消防署管内の常時配置車両（ＣＣ、ＢＲ、ＳＴ（ＳＴＲ）、Ｌ、Ａ）に加え、

大阪市内の危険物火災に対応するための化学車（Ｃ）及び原液搬送車（ＡＴ）

が配置されています。どちらも大型車両であり、車両ごとにサイズ感や特性、

運行時の注意点が異なるため、車両諸元や車両感覚を把握するために定期的

に走行訓練を行うようにしています。

　また、Ｃは３名乗車（ＳＴと乗り換え）、ＡＴは２名乗車（Ｌと乗り換え）で運

用しており市内全域が出場区となります。そのため、４名乗車の消防車両にも

増して隊長（隊員）と機関員の意思疎通を図るためのコメンタリードライブを

より一層徹底するとともに、普段から道路事情の把握に努めて危険箇所を共有

しています。出場が予測される災害現場では無線情報に耳を傾け予め走行経

路の確認を全員で行うなど、交通事故防止を図っています。

　さらに、当署のＡＴは数少ないマニュアル車であり、普段マニュアル車に乗り

慣れていない機関員にとっては、安全確認だけではなく操作技術の習熟にも苦

労する車両ですが、愛着を持って車と向き合えば思い通りに走らせることが出

来るようになります。

～撲滅への道～

No more ! 事故No more ! 事故
～撲滅への道～

　消防署独自で事故防止標語を募集し、選ばれた標語を使用前点検時に唱和

することにより、日々の安全意識の高揚を図ることは有効な取組であると考

えます。また、署庭において定期的に車幅や軌跡感覚の訓練を行い、死角確認

や方向転換、幅寄せ、車庫入れ等、運転技術の向上に取り組んでいることも効

果的であると考えます。

　さらに、乗車人員が少なく事故発生リスクの高い大型車両を複数台所有し

ている中、長期間、無事故を継続していることは、日頃から職員全員が安全運

転意識を高く持っている状況であることが窺えます。

　今後も、これらの取組を継続し、公用車事故の未然防止に努めてください。
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